
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

三

六

号

野
田
内
閣
の
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳

36



野
田
内
閣
の
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

野
田
佳
彦
総
理
は
去
る
九
月
十
三
日
、
第
百
七
十
八
回
国
会
に
お
け
る
所
信
表
明
演
説
を
行
い
、
「
正
心
誠
意
」
の
四
文
字

を
掲
げ
た
う
え
で
「
政
治
家
と
し
て
の
良
心
に
忠
実
に
」
「
重
責
を
果
た
し
て
い
く
」
と
の
決
意
を
述
べ
た
。

と
こ
ろ
が
、
野
田
総
理
の
所
信
表
明
は
、
「
正
心
誠
意
」
と
大
言
壮
語
し
た
割
に
は
、
全
体
と
し
て
具
体
的
な
政
治
方
針
や

政
策
提
示
は
な
く
、
総
じ
て
、
官
僚
が
起
案
し
た
作
文
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
内
容
に
終
始
し
て
い
た
。
到
底
、
国
民
の
理
解
と
感

動
を
得
ら
れ
る
演
説
と
は
言
い
難
い
。

特
に
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
沖
縄
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
沖
縄
の
民
意
と
「
正
心
誠
意
」
向
き
合
う
姿
勢
は
微
塵
も
感

じ
ら
れ
ず
、
大
い
に
不
満
が
残
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
沖
縄
問
題
に
携
わ
る
関
係
閣
僚
の
顔
ぶ
れ
か
ら
し
て
、
野
田
内
閣
に
は
沖

縄
と
真
剣
に
向
き
合
お
う
と
の
「
正
心
誠
意
」
が
見
ら
れ
な
い
。
国
政
の
中
で
沖
縄
問
題
を
前
進
さ
せ
、
解
決
に
導
こ
う
と
い

う
意
欲
や
積
極
性
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

野
田
総
理
は
所
信
表
明
演
説
で
日
米
同
盟
の
深
化
・
発
展
に
言
及
し
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
日

米
合
意
を
踏
ま
え
つ
つ
、
普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
回
避
し
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、
沖
縄
の
皆
様
に
誠
実
に
説

一



明
し
、
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

野
田
総
理
の
所
信
表
明
演
説
に
お
け
る
普
天
間
飛
行
場
の
「
固
定
化
」
と
は
、
い
か
な
る
意
味
か
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を

指
す
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
日
米
合
意
に
基
づ
く
普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
が
実
現
し
な
い
限
り
、
普
天
間
飛
行
場
は

「
固
定
化
」
さ
れ
る
と
の
考
え
か
。
す
な
わ
ち
、
現
状
の
ま
ま
危
険
性
が
放
置
さ
れ
、
米
軍
に
よ
る
運
用
が
続
き
、
政
府
も

か
か
る
「
固
定
化
」
を
容
認
す
る
と
の
立
場
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

野
田
総
理
が
所
信
表
明
演
説
で
明
ら
か
に
し
た
、
普
天
間
飛
行
場
の
「
固
定
化
」
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策
と
は
何
か
、

具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

政
府
は
、
日
米
合
意
に
基
づ
く
普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
に

な
る
と
の
認
識
か
。
仮
に
、
か
か
る
認
識
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
明
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
政
府
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
へ
の
移
設
が
沖
縄
の
負
担
軽
減
に
繋
が
ら
ず
、
む
し
ろ
、
在
沖
米
軍
基
地
の

機
能
強
化
、
沖
縄
へ
の
負
担
と
犠
牲
の
押
し
つ
け
に
な
る
、
と
の
沖
縄
県
知
事
、
沖
縄
県
議
会
、
各
市
町
村
長
お
よ
び
議
会

な
ど
圧
倒
的
多
数
の
声
、
そ
れ
を
支
え
る
民
意
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
理
解
し
て
い
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



五

野
田
総
理
は
所
信
表
明
演
説
で
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
「
沖
縄
の
皆
様
に
誠
実
に
説
明
し
、
理
解
を
求

め
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
政
府
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
沖
縄
に
誠
実
に
「
説
明
」
し
「
理

解
」
を
求
め
て
い
く
つ
も
り
か
、
そ
の
手
段
・
方
法
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

そ
の
う
え
で
、
い
つ
ま
で
に
沖
縄
の
「
理
解
」
を
得
る
つ
も
り
か
、
ま
た
、
沖
縄
の
「
理
解
」
が
得
ら
れ
た
、
と
は
い
か

な
る
状
態
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

国
土
面
積
に
占
め
る
割
合
が
わ
ず
か
〇
�
六
％
に
す
ぎ
な
い
沖
縄
県
に
は
、
在
日
米
軍
基
地
の
約
七
十
四
％
が
集
中
配
備

さ
れ
て
い
る
。
膨
大
で
過
密
な
米
軍
基
地
の
存
在
は
、
日
常
的
に
県
民
生
活
を
破
壊
し
、
人
権
を
侵
害
し
続
け
て
い
る
。

野
田
総
理
は
じ
め
、
玄
葉
光
一
郎
外
務
大
臣
、
一
川
保
夫
防
衛
大
臣
、
川
端
達
夫
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
は
、
国

会
議
員
と
し
て
「
基
地
の
島
」
沖
縄
の
米
軍
施
設
・
区
域
を
視
察
・
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ

の
際
、
総
理
及
び
三
大
臣
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
沖
縄
訪
問
の
時
期
、
視
察
し
た
米
軍
施
設
・
区
域
名
お
よ
び
調
査
目
的
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
視
察
・
調
査
の
成
果
と
感
想
を
示
さ
れ
た
い
。

七

野
田
総
理
は
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
「
沖
縄
の
振
興
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
述
べ
る
だ
け
で
、
沖

縄
振
興
に
対
す
る
意
欲
や
積
極
性
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
沖
縄
振
興
の
た
め
の
具
体
策
の
提
示
も
何
一
つ
な
か
っ

三



た
。政

府
は
、
沖
縄
県
や
沖
縄
県
市
町
会
、
同
町
村
会
等
が
来
年
度
以
降
の
制
度
創
設
を
求
め
る
総
額
三
、
〇
〇
〇
億
円
の

「
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
」
（
仮
称
）
の
実
現
に
向
け
て
、
い
か
な
る
政
治
日
程
を
描
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
来
年

度
予
算
案
へ
の
三
、
〇
〇
〇
億
円
計
上
の
実
現
可
能
性
と
併
せ
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
沖
縄
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
県
民
が
熱
望
す
る
「
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
推
進
法
」
（
仮
称
）
の
新
規
制
定
に

つ
い
て
、
い
か
な
る
政
治
日
程
を
描
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
法
整
備
に
お
け
る
障
害
と
併
せ
て
実
現
可
能
性
に
向
け

た
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


